
「ポジティ語」を意識して、「ラポール」を構築しよう 

今週末に迫った地区中総体に 

向けて、生徒会執行委員の相沢 

結衣さんは、ポジティブポスタ 

ーの取組を呼びかけました。  【３年生壮行会に向けて】 

この時期は「失敗したらどうしよう」「勝てるかなぁ」

と不安になる人もいると思います。しかし、不安にな

るのは真剣に取り組んできた証拠です。大切なのは、

自分や仲間にどんな言葉をかけるかです。 

苦しい時に「大丈夫」「次がある」「ナイスチャレン

ジ」と声をかけ合えるチームは強いです。 

こうした前向きな言葉は、自分自身の力を引き出し、

仲間との信頼関係も深めます。 

試合では結果も大切ですが、それ以上に仲間を信じ、

自分を信じて最後までやり切る姿勢が大切です。 

彩煌に最高なチームで中総体を全力で楽しもう！ 

 

 

 

 

 

 

 
 3 年生は、地区中総体を目前に控えた道徳の時間に、道徳的価値「友情と信頼」に焦点を当てた

学習を行いました。生徒たちは、中総体に向けた自分の想いや仲間へのメッセージを共有しながら、

チームや仲間との関り方を見つめ直しました。「友情と信頼」は、仲間とともに目標に向かって努力

する過程で築かれるものあることを改めて学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩泉町立岩泉中学校 学校だより 令和８年６月１６日（火）発行   
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校長の話「体育祭総括集会資料より」 



【令和７年度 第 79 代生徒総会議案書より】  

生徒会では改めて劇の取組を全校で行うことの価値や大切さを考えました。アンケートの結果から

本校の課題となっている「自己肯定感」や生徒会の目標の一つである「コミュニケーション能力」を

高める上で、全校演劇の取組は効果的であるとともに、地元岩泉をはじめとした題材を劇にして多く

の人に見てもらうということは、今後も引き継いでいきたい大切な文化だと考えます。 

 ④生徒同士のコミュニケーション～仲を深め一体感のある学校へ～より全校演劇では、表現力の向

上はもちろん、様々な係を全校生徒で分担することで、他の生徒とのかかわりが増えると考えます。 

岩泉町の青少年劇場として、ヴァイオリン、二十五

絃箏、ピアノによるコンサートを鑑賞しました。生演

奏ならではの迫力や美しい音色に触れ、生徒たちは音

楽の魅力を存分に味わうことができました。演奏会の

最後に、中学校を代表して本校生徒会長が感謝の気持

ちとともに感想を発表しました。本物の芸術に触れる

貴重な機会となりました。 

 

 

 本校では、生徒たちが運動やスポー

ツの多様な楽しみ方や価値を実感で

きるよう、体育の授業に「モルック」

を取り入れています。 

 モルックは、フィンランドで生まれ

たレクリエーションスポーツです。子

どもから高齢者まで、また、男女や障

害の有無にかかわらず、体力差を越え

て誰もが一緒に楽しめる生涯スポー

ツとしても注目されています。 

 授業は、岩泉モルック協会の皆様の全面的なご協力のもと実施しています。１年生の

中には初めて体験する生徒もいましたが、先輩や仲間と声をかけ合いながら作戦を考え

たり、成功を喜び合ったりする姿が見られ、たくさんの笑顔に包まれました。 

 

 

 

今年度の全校演劇に向けたワークシ

ョップが始まりました。 

生徒会では、全校演劇が「自己肯定感」

や「コミュニケーション能力」の向上に

つながる大切な活動であること。学年を

越えた協力や交流を通して仲間との絆

を深めるとともに、地域を題材とした創

作劇を受け継いでいくことも大切な文

化と考えています。この全校演劇が、今

年も生徒たちの成長と絆を深める機会

となることを期待しています。 


